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　菅義偉首相による学問の自由を侵害する日本学術会議会員推薦者
の任命拒否に関し、違法な秘密裏の法解釈適用に強く抗議するとと
もに、拒否理由を明らかにし、あらためての任命を求める。
� 2020年10月５日　全国地域人権運動総連合常任幹事会

東京

団結ガンバロー

涼しい秋の早朝、「９条改憲許すな」
と訴えるみなさん

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
な

か
、
都
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
、
ま
た
安
倍
政
権

の
改
憲
策
動
を
許
さ
ず
、
東

健
所
の
不
足
や
医
療
体
制
の

不
備
の
元
に
は
公
的
責
任
を

後
退
さ
せ
、
自
己
責
任
を
押

し
付
け
て
き
た
新
自
由
主
義

体
制
の
誤
り
が
あ
り
ま
す
。

命
と
暮
ら
し
、
仕
事
を
守
る

た
め
全
力
を
あ
げ
、
奮
闘
す

る
と
と
も
に
、
国
民
の
連
帯

し
た
闘
い
で
自
民
党
政
治
を

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。

　

片
倉
洋
副
委
員
長
は
方
針

案
で
「
東
京
の
同
和
行
政
終

結
の
実
現
、『
部
落
差
別
解

消
法
』
と
『
同
和
問
題
専
門

相
談
事
業
』
の
廃
止
に
力
を

尽
く
す
こ
と
。
都
が
取
り
組

猛
暑
の
中
、
地
域
人
権
運
動
の
発
展
を

意
思
統
一
し
た
第
９
回
定
期
総
会
　
　

兵
庫

コロナ危機を乗り越え

「貧困と格差」を是正し人権が
保障される地域社会の実現をめざして 人

権
連
組
織
の
強
化
を
具
体
的
に
論
議

兵庫人権連第９回定期総会

東
京
人
権
連
第
48
回
定
期
大
会

　

兵
庫
人
権
連
は
７
月
26

日
、
明
石
市
で
第
９
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
も
あ
っ
て
、

規
模
を
縮
小
し
、
午
前
中
の

み
の
開
催
と
し
、
招
集
代
議

員
30
人
、
評
議
員
２
人
の
32

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
増
本
勝
彦
副
議

長
が
開
会
挨
拶
。
総
会
進
行

議
長
に
北
川
伸
一
県
連
幹
事

を
選
出
。
前
田
泰
義
議
長
が

挨
拶
。
議
長
は
「
会
員
や
地

で
あ
り
、
先
人
の
苦
難
が

あ
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
を
理
由
と
す
る

不
合
理
な
差
別
を
克
服
す

る
た
め
の
運
動
は
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

私
た
ち
は
部
落
解
放
運
動

か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
１
８
６

８
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま

で
の
75
年
間
は
、
台
湾
、

朝
鮮
、
中
国
へ
の
侵
略
、

そ
し
て
米
英
と
の
戦
争
で

し
た
。
最
大
の
人
権
侵
害

の
戦
争
の
時
代
で
し
た
。

４
．

そ
し
て
、

終
戦
で

す
。
全
水
運
動
が
掲
げ
た

人
間
の
尊
厳
と
平
等
は
憲

法
の
基
本
的
人
権
保
障
と

規
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
水

の
運
動
は
人
権
と
民
主
主

義
の
私
た
ち
の
憲
法
原
則

の
い
し
ず
え
と
な
っ
た
の

で
す
。
部
落
解
放
運
動
は

戦
後
の
憲
法
擁
護
の
一
翼

を
に
な
う
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
私
た
ち

維
新
と
な
り
、
明
治
４
年

の
太
政
官
布
告
で
賤
称
が

廃
止
さ
れ
、
法
制
度
上
は

平
等
と
な
っ
て
も
社
会
意

識
は
変
化
せ
ず
、
封
建
制

の
遺
物
と
し
て
残
り
ま
し

た
。
元
々
、
明
治
新
政
府

は
幕
府
が
大
政
奉
還
し

て
、

天
皇
を
主
権
者
と

し
、
富
国
強
兵
策
で
、
財

閥
を
育
成
し
、
農
村
で
は

地
租
確
保
の
た
め
に
不
在

地
主
と
小
作
制
と
す
る
不

平
等
社
会
で
あ
り
、
そ
の

政
府
の
下
で
は
生
活
向
上

を
求
め
る
要
求
は
抑
圧
さ

れ
て
、
治
安
警
察
法
、
大

逆
事
件
、
治
安
維
持
法
な

ど
自
由
を
弾
圧
す
る
政
治

と
経
済
の
体
制
が
強
制
さ

れ
ま
し
た
。

３
．
そ
の
た
め
差
別
の
物

質
的
基
礎
と
し
て
の
職

業
、
結
婚
、
居
住
、
教
育

の
差
別
は
維
持
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
解
消
の
た
め
に

は
激
し
い
運
動
が
不
可
欠

１
．
１
９
２
２
年
（
大
正

11
年
）
３
月
の
水
平
社
宣

言
は
、「
人
の
世
に
熱
あ

れ
、人
間
に
光
あ
れ
」の
言

葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
一
節
に
感
動

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
す

べ
て
の
人
権
と
民
主
主
義

の
斗
い
に
と
っ
て
根
底
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
え
ま

す
。
こ
の
宣
言
は
我
が
国

最
初
の
人
権
宣
言
と
評
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
に
と

っ
て
も
人
生
の
指
針
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

背
景
に
、
米
騒
動
な
ど
の

民
衆
の
生
活
防
衛
と
向
上

の
直
接
行
動
が
各
地
で
展

開
さ
れ
る
と
き
、
抑
圧
さ

れ
た
人
々
が
団
結
し
て
不

当
な
差
別
の
解
消
と
人
間

の
解
放
を
求
め
て
決
起
し

た
意
義
は
歴
史
的
で
し
た
。

２
．
江
戸
時
代
、
封
建
的

身
分
制
度
で
固
め
ら
れ
、

身
分
差
別
を
受
け
、
明
治

む
べ
き
人
権
施
策
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
憲
法
の
人
権

保
障
の
理
念
を
明
確
に
し
、

個
人
の
尊
厳
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、
性
の
多
様
性
を
認
め

る
こ
と
な
ど
」
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
人
権
連
の

組
織
強
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
具
体
的
に
課
題
を
提
起

し
、
強
固
な
人
権
連
組
織
の

構
築
を
訴
え
ま
し
た
。

再
任
さ
れ
た
役
員

執
行
委
員
長　

山
本
金
義

副
執
行
委
員
長　

梶
山
達
史

（
書
記
長
兼
務
）　
片
倉
洋　

会
計　

三
浦
七
郎

田
武
事
務
局
長
は
「
反
対
運

動
が
大
き
く
発
展
し
た
多
可

町
で
は
５
人
の
議
員
が
反

対
。『
条
例
』
が
制
定
さ
れ

た
直
後
に
は
『
人
権
連
多
可

支
部
』
が
結
成
さ
れ
、
す
で

に
反
撃
が
始
ま
っ

て
い

る
」。「
２
０
２
２
年
は
『
全

国
水
平
社
創
立
１
０
０
周

年
』
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

本
部
の
記
念
行
事
の
計
画
に

も
加
え
、
兵
庫
の
解
放
運
動

の
年
表
作
成
に
取
り
組
む
こ

と
」等
を
提
案
し
ま
し
た
。

再
任
さ
れ
た
役
員

議
長　

前
田
泰
義

副
議
長　

西
本
嘉
宏　

増
本

勝
彦　

松
下
修
治

事
務
局
長　

前
田
武

事
務
局
次
長　

西
塚
進　

村

上
保

　

東
京
人
権
連
は
７
月
26

日
、
台
東
区
で
第
48
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大

会
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

域
の
住
民
の
生
活
と

仕
事
も
大
変
で
、
暮

ら
し
と
営
業
を
守
る

運
動
を
強
め
た
い
」

ま
た
、「
解
同
等
に

よ
る
『
部
落
差
別
条

例
』
制
定
策
動
に
対

し
て
は
断
固
と
し
て

反
対
運
動
を
展
開
し

て
い
る
が
、
こ
の
問

題
は
、
市
民
の
人
権

を
擁
護
す
る
た
め
に

も
大
事
な
運
動
」
と

強
調
。
こ
の
後
、
前

京
都
の
同
和
行

政
の
廃
止
、
靴

履
物
な
ど
家
内

労

働

者

の

仕

事
、
生
活
を
守

り
、
人
権
連
組

織
の
建
設
を
」

と
の
決
意
を
固

め

合

い

ま

し

た
。

　

大

会

の

冒

頭
、
山
本
金
義

委
員
長
が
「
保

　安保法制が強行採決されて５年

目となる９月19日の早朝、地域人

権みかどの会が加盟する三門革新

懇は、毎月「戦争法廃止」スタン

ディングを行い、６人が参加しま

した。安倍政治は菅政権に継続さ

れましたが、引き続き宣伝行動を

実施することを確認しました。

地域人権みかどの会
スタンディング宣伝

９・19

の
要
求
は
同
和
対
策
特
別

措
置
法
の
制
定
・
施
行
に

な
り
、
差
別
意
識
を
生
ん

だ
物
質
的
基
礎
は
解
消
し

ま
し
た
。
社
会
問
題
と
し

て
の
部
落
問
題
は
解
決
の

段
階
に
達
し
、
２
０
０
２

年
に
特
別
法
は
終
了
と
な

り
、
運
動
は
地
域
人
権
運

動
が
発
展
的
に
継
承
し

て
、今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困

難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
互
に
支
え
合
う

新
し
い
社
会
へ
の
転
換
が

待
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
冒

頭
の
全
水
運
動
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
科
学
的
思
考
と
し
て
改

め
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

私
た
ち
の
解
放
運
動
の

１
０
０
年
が
我
が
国
の
人

権
と
民
主
主
義
の
発
展
に

尽
し
た
歴
史
的
意
義
を
深

め
る
こ
と
が
肝
要
と
思
い

ま
す
。

全
水
１
０
０
周
年
に
向
け
て

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑥

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
代
表
委
員　

吉
村
　
駿
一

岡山
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東点、兵庫 を開催
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